
第２回全日本一般男子ソフトボール大会要項

１ 主催 （財）日本ソフトボール協会

２ 後援 石川県、石川県教育委員会、（財）石川県体育協会、

金沢市、金沢市文化スポーツ局、（財）金沢市体育協会、

３ 主管 石川県ソフトボール協会、金沢市ソフトボール協会

４ 会期

５ 会場

６ 参加チーム数 都道府県代表チーム及び地元推薦チーム　４８チーム

７ 参加資格 ①平成１７年度（財）日本ソフトボール協会に、各支部を通して加盟登録した一般

　男子チームに限る。

②チーム代表が身体・人物ともに適当と認めた者。

８ チーム編成 （ア）本大会に出場するチームは、所定の予選または推薦を経て出場権を得たチー

　ムに限る。

　の中から編成すること。なお、本大会申し込み以後のメンバー変更は認めない。

（ウ）チームの編成は、次のとおりとする。

　　　監督１名、コーチ２名、スコアラー１名、選手２５名以内

　　　ただし、監督、コーチ、スコアラーが選手をかねる場合は、選手登録をしな

　　　ければならない。

　　　※トレーナー１名、通訳１名のベンチ入りを認める

　　　※スコアラーとしてベンチ入りする場合は、公式記録員の有資格者であるこ

　　　　と。

　　　※チームの中に、次の①～④の有資格者を有するものがいること。

　　　　①地域スポーツ指導者　　②競技力向上指導者　　③準指導者

　　　　④公認指導者

９ 申し込み方法 出場資格を得たチームは、別紙関係書類に必要事項を明記の上、各関係の認印を

受け、平成１７年７月１５日（土）迄に必着するよう、参加費を添えて書類にて下

記宛に申し込むこと

（１）〒１５０－８０５０　東京都渋谷区神南１－１－１　岸記念体育会館内

（２）〒９２１－８１４７　金沢市大額３丁目８９　中　山　秀　悟　気付

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石川県ソフトボール協会　事務局

１０ 参加料 １チーム　４０，０００円

１１ 競技規則 ２００５年度オフィシャルソフトボールによる。

１２ 試合球 検定ゴム３号球とし、主催者が提供する

１３ 試合方法 ・トーナメント方式による。

・９０分を超えて新しいイニングに入らない。制限時間後、同点の場合は、次イ

　ニングよりタイブレーカーにより試合を続行する。但し、タイブレーカーは２

　イニングまでとし、２イニングを終了しても同点の場合は、抽選により勝敗を

　決定する。（但し、準決勝・決勝は除く）

・得点差コールドゲームは採用しない。

・サスペンデッドゲームを採用する

北國新聞社、MRO北陸放送、テレビ金沢

平成１７年８月２０日(土)～８月２２日(月)　【予備日２３日(火)】

①金沢市営専光寺ソフトボール場(４面)

②北部運動公園ソフトボール場(２面)、多目的グランド(２面)

（イ）チーム編成は、最終予選終了時までに(財)日本ソフトボール協会に登録した者

　　　　　（財）日本ソフトボール協会　【参加申込書（資格確認用のみ）：コピー可】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL&FAX：０７６－２９８－５９７９

　　　　【参加申込書　（２種とも）、参加料、調査書は(２)宛送付すること】



１４ 表彰 （１）優勝チームには、表彰状、優勝旗、優勝杯、優勝メダルを授与する。

（２）準優勝チームには、表彰状、準優勝杯、準優勝メダルを授与する。

（３）３位チームには、表彰状、３位メダルを授与する。

（４）優勝旗、優勝杯、準優勝杯は持ち回りとする。

１５ 費用 出場選手の旅費・滞在費は、すべて出場チームの負担とする。

１６ 組み合わせ抽選

主催者立会いのもとに公開代理抽選によって決定する。

１７ 監督・主将会議

　　　　「ホテル六華苑」　　金沢市広岡２－３－１０

１８ 審判・記録会議

１９ 開会式

　　　　「専光寺ソフトボール場」　　金沢市専光寺町３－５

２０ 傷害 大会参加者の行事参加中の傷害事故については、応急処置を行うとともに、（財）

日本ソフトボール協会が加入する行事参加者傷害保険（死亡・後遺障害５００万、

入院日額３，５００円）の範囲内で行う。

参加者は、全員健康保険証を持参すること。

２１ その他 （１）出場チームは必ず監督等によって引率され、監督は選手のすべての行動に対

　　　し責任を追うものとする。

（２）全日本大会で棄権したチームの取り扱いについては、以下のとおりとする。

　　①棄権チームに対する処置：当該年度及び次年度の公式試合の出場停止

　　②棄権チームの所属する支部に対する処置：次年度の同大会の出場資格の喪失

　　　※組み合わせ抽選終了後の出場辞退（チームの変更も含む）も大会期間中の棄

　　　　権とみなし、上記と同様の処置とする。

　　　　なお、事故等による理由により棄権する場合は、上記規定は適用しない。

　　　　また、この決定については、日ソ協派遣理事及び大会競技委員長で行う。

（４）宿泊の斡旋を要しないチームも宿泊先、及びその所在地・電話番号を大会事務

　　　局へ連絡すること。

（５）ベンチに入る人数は、本大会参加人数とする。

（６）その他詳細については、参加チームに直接連絡するとともに、監督・主将会議

　　　で定める。

（７）大会参加申込書はそのまま印刷するので、明確に記載すること。

２２ 大会本部宿舎 『金沢セントラルホテル』

２３ 大会の問い合せ先 　①主管県協会　　石川県ソフトボール協会　事務局長　中山秀悟

　①主管支部協会　金沢市ソフトボール協会　事務局長　今村　泰

組み合わせは、７月２２日(金)午後７時より金沢市立俵小学校会議室において、

８月１９日(金)午後２時より、　「ホテル六華苑」において行う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL：０７６－２２２－４４８８

８月１９日(金)　監督・主将会議終了後、「ホテル六華苑」において行う。

８月１９日(金)午後４時より、金沢市営専光寺ソフトボール場第２球状で行う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL：０７６－２６６－２０８５

（３）宿泊及び昼食については、IMO企画により、別紙要項のとおり行う。

　　〒920-0847　金沢市堀河町４－４　℡：０７６－２６３－５３１２

　　　　　　　　　　　　　　　TEL&FAX：０７６－２９８－５９７９

　　　　　　　　　　　　　　　TEL(勤務先)：０７６－２２１－３３５２（俵小学校）

　　　　　　　　　　　　　　　TEL(携帯)：０９０－２３７６－６０３８

　　　　　　　　　　　　　　　TEL(勤務先)：０７６－２５２－８２８８（安達写真印刷）

　　　　　　　　　　　　　　　TEL(携帯)：０９０－３７６８－７５０４
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